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ご注意

保証
HP 製品，またはサービスの保証は，当該製品，およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定
されるものとします。ここでの記載で追加保証を意図するものは一切ありません。ここに含まれる技術的，
編集上の誤り，または欠如について，HP はいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は，予告なしに変更されることがあります。

権利の制限
機密性のあるコンピュータ・ソフトウェアです。これらを所有，使用，または複製するには，HP からの有効
な使用許諾が必要です。商用コンピュータ・ソフトウェア，コンピュータ・ソフトウェアに関する文書類，
および商用アイテムの技術データは，FAR 12.211および 12.212の規定に従い，ベンダの標準商用ライセンス
に基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について
© Copyright 2005-2015 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について
• Adobe®および Acrobat®は，Adobe Systems Incorporated の商標です。

• Intel®，Pentium®，および Intel® Xeon®は，米国およびその他の国における Intel Corporation の商標で
す。

• iPodは Apple Computer, Inc. の商標です。

• Java は，Oracle Corporation およびその関連会社の登録商標です。

•Microsoft®，Windows®，Windows NT®，およびWindows® XP は，Microsoft Corporation の米国登録商標で
す。

• Oracle は，Oracle Corporation およびその関連会社の登録商標です。

• UNIX®は，The Open Groupの登録商標です。

ドキュメントの更新情報
このマニュアルの表紙には，以下の識別番号が記載されています。

l ソフトウェアのバージョン番号は，ソフトウェアのバージョンを示します。
l ドキュメント・リリース日は，ドキュメントが更新されるたびに変更されます。
l ソフトウェア・リリース日は，このバージョンのソフトウェアのリリース日を示します。

最新の更新情報をチェックする，またはご使用のドキュメントが最新版かどうかを確認するには，次のサイ
トをご利用ください。https://softwaresupport.hp.com
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このサイトを利用するには，HP Passport への登録とサインインが必要です。HP Passport ID の取得登録は，次
のWebサイトから行うことができます。https://hpp12.passport.hp.com/hppcf/createuser.do

または，HP ソフトウェア・サポート・ページの［登録］リンクをクリックします。

適切な製品サポート・サービスをお申し込みいただいたお客様は，更新版または最新版をご入手いただけま
す。詳細は，HP の営業担当にお問い合わせください。

サポート
次の HP ソフトウェア・サポート・オンラインWebサイトを参照してください。
https://softwaresupport.hp.com

HP ソフトウェアが提供する製品，サービス，サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソフトウェア・オンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様の業務の管理に必要な対話型
の技術支援ツールに素早く効率的にアクセスいただけます。HP ソフトウェア・サポートWebサイトのサポー
ト範囲は次のとおりです。

l 関心のある技術情報の検索
l サポート・ケースとエンハンスメント要求の登録とトラッキング
l ソフトウェア・パッチのダウンロード
l サポート契約の管理
l HP サポート窓口の検索
l 利用可能なサービスに関する情報の閲覧
l 他のソフトウェア・カスタマーとの意見交換
l ソフトウェア・トレーニングの検索と登録

一部を除き，サポートのご利用には，HP Passport ユーザとしてご登録の上，サインインしていただく必要が
あります。また，多くのサポートのご利用には，サポート契約が必要です。HP Passport ID を登録するには，
以下のWebサイトにアクセスしてください。

https://hpp12.passport.hp.com/hppcf/createuser.do

アクセス・レベルの詳細情報については，次の URL を参照してください。

https://softwaresupport.hp.com/web/softwaresupport/access-levels

HP Software Solutions Now（英語）は HPSW のソリューションと統合に関するポータルWebサイトです。こ
のサイトでは，お客様のビジネスニーズを満たす HP 製品ソリューションを検索したり，HP 製品間の統合に
関する詳細なリストや ITIL プロセスのリストを閲覧することができます。このサイトの URL は
http://h20230.www2.hp.com/sc/solutions/index.jsp です。
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SiteScopeリリース・ノート
このドキュメントでは，SiteScope 11.30に関する情報を示します。

本リリースの新機能
SiteScope 11.30では，新機能を導入しているほか，お客様からのエスカレーションに対する修正や
内部で見つかったバグに対する修正を行っています。SiteScope 11.30のすべての新機能と機能強化
を確認するには，［ヘルプ］＞［新機能］をクリックするか，HPソフトウェア・サポート・サイト
から新機能に関するドキュメントをダウンロードしてください。

SiteScopeのシステム要件とサポート・マ
トリックス
SiteScope のシステム要件とサポート・マトリックスの情報については，HPソフトウェア・サポー
ト・サイトにある『SiteScope デプロイメント・ガイド』を参照してください。

SiteScope と他のHPソフトウェアやサード・パーティ・ソフトウェアとのサポートされる統合に関
する情報について，Software Solutions Now（統合）ポータルで確認できるようになりました（HPパ
スポート・ログインが必要です)。それぞれの統合について，統合の説明，サポート・マトリック
ス，統合設定に関するドキュメントへのリンクが掲載されています。
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インストール手順
このソフトウェアをインストールする詳しい手順については，『SiteScope デプロイメント・ガイ
ド』の「SiteScope のインストール」の項を参照してください。

使用している以前のバージョンのSiteScope を 11.30にアップグレードする場合は，『SiteScope デ
プロイメント・ガイド』の「SiteScope のアップグレード」の項に記載された「既存のSiteScope イ
ンストールのアップグレード」の手順に従ってください。

既存の SiteScope カスタマへの注記事項:このソフトウェアの更新には，新しいライセンス・
キーが必要です。HPサポート更新担当者に連絡して，まず製品契約の移行を依頼してくださ
い。契約の移行が完了したら，［マイソフトウェアアップデート］ポータル
（https://h20575.www2.hp.com/usbportal/softwareupdate.do）に戻り，［Get Licensing］（ライ
センスの取得）タブをクリックして新しいライセンス・キーを取得します。

計画や導入にあたっては，HPソフトウェア・サポート・サイトの次のリソースもご利用いただけま
す。

l Deployment and Capacity Planner （キャパシティ・カリキュレータ）

l 新機能に関するドキュメント
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注意事項および制限事項
通常，問題および制限事項は変更要求番号（QCCRxxxxxxxx）で識別されます。セルフ・ソルブ技術情
報検索ページで問題についての詳細を確認する際，またはHPサポートの担当者に連絡する際にこの
番号を使用します。

本項に記載している制限事項について最新情報を確認する場合，または特定の製品やバージョンの既
知の問題のリスト全体を見る場合は，HPソフトウェア・サポート・サイトのセルフ・ソルブ技術情
報検索ページで，製品，バージョン，オペレーティング・システム，ドキュメント・タイプを選択
し，［Begin Your Search］をクリックします。また，ページ上部の検索ボックスを使用して特定の
CR を検索することもできます。

監査ログ

QCCR1I59672

SiteScope オブジェクトにテンプレートの変更が適用されると，監査ログには更新されたオブジェク
トが記録されます。ただし，変更前後の値は表示されません。

キャパシティに関する制限事項

QCCR1I30633

SiteScope が BSM と統合されている場合に負荷が非常に高い処理を実行すると，SiteScope に問題が
発生することがあります。次のガイドラインに従ってください。

l 3,000を超えるモニタにテンプレート変更適用ウィザードを一度に実行しないでください。

l モニタ・デプロイメント・ウィザードを実行して，3,000を超えるモニタを一度に作成しないでく
ださい。

l 1回の操作で3,000を超えるモニタのコピーおよび貼り付けを実行しないでください。

l グローバル検索と置換を実行して，2,500を超えるモニタのBSM 統合プロパティを一度に変更し
ないでください。

高負荷条件下で作業している場合は，初めてBSM に接続する前に全モニタを一時停止してくださ
い。
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設定

QCCR1I37003

SiteScope アプレットでは，クライアントJava 設定で［コンピュータに一時ファイルを保持します］
が選択されていなければなりません（［コントロール パネル］>［Java］>［一般］タブ>［イン
ターネット一時ファイル］>［設定］）。選択しないと「NoClassDefFound」例外が発生し，アプ
レットの読み込みが失敗します。

セキュリティ上必要な場合は，SiteScope アプレットの使用が完了した時点でこれらの一時ファイル
を手動で削除してください。

1. SiteScope アプレットを終了します。

2. ［スタート］>［コントロール パネル］>［Java］>［一般］タブを選択します。

3. ［インターネット一時ファイル］セクションで，［設定］>［ファイルの削除］をクリックし
ます。

Microsoft Windows Server 2008に SiteScope をインストールする場合，［プリファレンス］>［イン
フラストラクチャ プリファレンス］>［一般設定］>［タイム ゾーン オフセット］で，グリニッジ
標準時（GMT）のタイムゾーン・オフセット（時間単位）を手動で定義する必要があります。たとえ
ば，タイム・ゾーンがGMT +2の場合，タイム・ゾーン・オフセットに「-2」と入力します。タイ
ム・ゾーンがGMT -5の場合，タイム・ゾーン・オフセットに「5」と入力します。GMTの場合，「-
999」または「0」と入力します。

ダッシュボード

QCCR1I20806

ユーザ・セッション中は，モニタ履歴ビューのダッシュボード列のレイアウトを保存できません。

Diagnostics統合

統合プリファレンスにDiagnostics 統合を作成するときに，［追加のデータを含める］オプションを
選択した場合，その他のすべてのDiagnostics 統合および一般データの統合に影響を与えます
（SiteScope がこれらのアプリケーションに転送するデータにもこの追加データが含まれます）。す
べてのDiagnostics 統合および一般データの統合にこの追加データが必要な場合にのみ，このオプ
ションを選択することをお勧めします。オプションの詳細については，『SiteScope の使用』ヘルプ
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の「統合プリファレンス・ユーザ・インタフェース」の「Diagnostics 統合プリファレンス・ダイア
ログ・ボックス」を参照してください。
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グローバル検索と置換

QCCR1I42998

グローバル検索と置換を使用している場合，リモート・サーバとモニタで使用している［資格情報］
の値は置換できません。

QCCR1I45045

インジケータ設定はグローバル検索と置換ではサポートされていないため，利用できません。

QCCR1I36248

グローバル検索と置換を使用している場合は，次のグループからモニタを選択したときのみ［サー
バ］プロパティを利用できます。CPUモニタ，ディスク・スペース・モニタ，メモリ・モニタ，
Microsoft Windows パフォーマンス・カウンタ・モニタ，Webサーバ・モニタ，サービス・モニタ。
その他のモニタの場合，［サブタイプの選択］ページで特定のモニタのサブタイプを選択することに
よってのみ［サーバ］プロパティを変更できます。たとえば，Webサーバ・モニタでCPUモニタを
選択している場合は，［サーバ］プロパティを使用できます。このグループ以外のモニタも選択して
いる場合，［サーバ］プロパティは使用できません。

［サマリの確認］ページには，SiteScope で認識されるリモート・マシンの名前ではなく，監視対象
サーバの実ホスト名が表示されます。つまり，同じホスト・マシンに対して作成される複数のリモー
ト･サーバを区別できません（たとえば，あるリモート･サーバでWMI接続方法を使用し，別のリ
モート･サーバでNetBios を使用する場合）。

インストールとアップグレード

SiteScope 11.30 へのアップグレード

既存のSiteScope カスタマの場合は，このソフトウェアの更新に新しいライセンス・キーが必要で
す。HPサポート更新担当者に連絡して，まず製品契約の移行を依頼してください。契約の移行が完
了したら，［マイソフトウェアアップデート］ポータル
（https://h20575.www2.hp.com/usbportal/softwareupdate.do）に戻り，［Get Licensing］（ライセン
スの取得）タブをクリックして新しいライセンス・キーを取得します。

QCCR1I63204

SiteScope 11.20以降に適用されます。

リリース・ノート
注意事項および制限事項

HP SiteScope（11.30） 11/40ページ

https://h20575.www2.hp.com/usbportal/softwareupdate.do


ホットフィックスは，SiteScope アンインストール・プログラムでアンインストールすることはでき
ません。ホットフィックスを削除する場合は，次のようなパッチ固有のアンインストール・スクリプ
トを実行します。

l <SiteScope のルート・ディレクトリ>\installation\<パッチ名>\uninstall.bat（Windows プラット
フォーム）

l <SiteScope のルート・ディレクトリ>/installation/<パッチ名>/uninstall.sh（LinuxまたはSolaris
プラットフォーム）

QCCR1I58914

SiteScope をインストールまたはアップグレードすると，テンプレートおよびソリューション・テン
プレートが［テンプレート］コンテキストからなくなる場合があります。

回避策 :

1. SiteScope をインストールまたはアップグレードする前に，SiteScope 内の既存のテンプレート
例の名前を変更してサイレント・インポート時の名前の競合を回避します（次のステップを参
照）。名前が重複すると，インポート･プロセスが正常に完了しない場合があります。

2. アップグレードを実施済み（そしてテンプレートがなくなっている）の場合，<SiteScope ルー
ト>\exportディレクトリから <SiteScope のルート・ディレクトリ>\persistency\importディレ
クトリ（このフォルダがない場合は作成する必要があります）にすべてのテンプレートをコ
ピーします。

QCCR1I71260

SiteScope のインストール中に，ウィザードの破損によりSiteScope 設定ウィザードでSiteScope を設
定できない場合があります（［次へ］をクリックできない）。

回避策 :

1. HP SiteScope 設定ウィザードを閉じます。

2. %Temp%/../HPOvInstaller/HPSiteScope_<バージョン>に移動します（例:HPSiteScope_
11.20）。

3. ovinstallparams_<タイムスタンプ>.iniファイルのいずれかを%Temp%にコピーします
（例:ovinstallparams_2012.06.03_13_44.ini）。

4. %Temp%/ovinstallparams_<タイムスタンプ>.iniの名前を%Temp%/ovinstallparams.iniに変
更します。

5. コマンド・プロンプトのウィンドウを開き，次のコマンドを実行しま
す。%Temp%/HPSiteScope/postinstall_launch_sis_config.bat %cd%

6. 『SiteScope デプロイメント・ガイド』の記載に従ってSiteScope の設定を続行します。

SiteScope ユーザ・インタフェースが起動せず，SiteScope アプレットの起動中にエラー・メッセージ
（例 :「Java Runtime Environment がロードできません」）が表示されます。
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回避策 : 次の手順を実行します。各手順の後で，SiteScope を再度開いてみてください。それでもエ
ラーが発生する場合は，次の手順に進んでください。

1. すべてのブラウザ・ウィンドウを閉じます。

2. Windows タスク・マネージャを使用して，実行中のブラウザ・プロセスがあればすべて終了し
ます。

3. ローカルのJava アプレット・キャッシュを消去します。［スタート］＞［コントロール パネ
ル］＞［Java］の順に選択し，［一般］タブで［ファイルの削除］をクリックして［OK］をク
リックします。

4. 次のフォルダの内容を削除して，ローカルのJava アプレット・キャッシュを消去します。
C:\Documents and Settings\<ユーザ名>\Application Data\Sun\Java\Deployment\cache

SiteScope メニュー・バーが開くが，アプレットの起動に失敗し，空の画面または「x」の画像が表示
されます。

回避策 : 次の手順を実行します。

1. ［スタート］>［コントロール パネル］>［Java］をクリックします。

2. Java コントロール・パネルで［詳細］タブをクリックします。

3. ［ブラウザのデフォルトの Java］フォルダを展開し，［Microsoft Internet Explorer］と
［Mozilla ファミリ］が選択されていることを確認します。

4. ［適用］をクリックしてから［OK］をクリックします。

いくつかの複雑なトポロジ（WebSphere，WebLogic など）により，トポロジ・データをBSM にレ
ポートする機能が強化されました。SiteScope では，アップグレード後の初回起動時に，これらのト
ポロジのプロパティを収集する必要があります。この場合，監視対象サーバに接続して追加データを
取得するため，しばらく時間がかかる場合があります。15分以内にモニタが実行されないと
SiteScope が自動的に再起動されるため，15分以上時間が経過すると，初回再起動時に問題が発生す
る場合があります。

回避策 :

1. アップグレード後，まず次のバッチ・ファイルを使用してSiteScope を起動します。<SiteScope
のルート・ディレクトリ>/bin/go.bat

2. SiteScope を起動したら，実行されていない環境を監視しているモニタの［HP統合設定］で，
［BSM 統合データとトポロジ設定］の［BSM へのメトリックのレポートを無効にする］を選択
すると，監視対象サーバからの応答の待ち時間が短縮されます。

Internet Explorer 例外エラー・メッセージがSiteScope ページ内に表示され，オペレーションが中止
されたことが示されます。

回避策 : システムのSkype アドオンを削除するか無効化します。詳細については，
http://support.microsoft.com/kb/927917/ja を参照してください。

リリース・ノート
注意事項および制限事項
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インストール- OM統合

QCCR1I51861

Operations Manager イベント統合の設定時にローカル・ポリシーの署名とインストールで問題がある
と，インストールがハングします。

回避策 : HP Operations Agent またはSiteScope サーバを再起動します。

QCCR1I71690

HP Operations Manager for Windows に短縮名でノードを作成すると，モニタ・ディスカバリ・ポリ
シーに問題が発生しモニタ・サービスの一部が検出されない場合があります。

回避策 : 完全修飾ドメイン名（ある場合）でノード（特にSiteScope サーバ・ノード）を作成してく
ださい。

統合（EMS）モニタ

汎用統合モニタ（テクノロジ・データベース，ログ・ファイル，SNMPトラップ，Webサービス）は
BSM 9.1x以前のバージョンでのみサポートされます。

QCCR1I48048

EMS モニタ･テンプレートでカスタム･トポロジを変更後，その変更を公開しても，BSM にあるモニ
タのカスタム･トポロジは変更されません。

統合- BSM

QCCR1I35093

ホストを別の名前（Topaz ID）で解決すると，ホストDNS解決後にSAM レポートの履歴データが失
われます。

回避策 : 古いTopaz ID を検索し履歴データの新しい IDと置き換えることで，BSM データベースを手
動更新します。

QCCR1I39607

SiteScope は Running Software CIにリンクしなければならない IpServiceEndpoint CIをレポートしな
いため，SiteScope と Real User Monitor の両方によってレポートされた Running Software CIが一致
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しません。BSM にトポロジをレポートするには，モニタ・プロパティの［HP統合設定］パネルで
［モニタおよび関連 CI のトポロジをレポート］オプションを選択してください。

QCCR1I48052

ソリューション・テンプレートからデプロイされる一部のモニタでトポロジの送信に失敗します（一
部のモニタの標準設定で，BSM にトポロジをレポートするオプションが選択されていないため）。

回避策 : ソリューション・テンプレートを使用してモニタをデプロイした後に，次の手順を実行し
ます。

1. モニタ・プロパティの［HP 統合設定］を展開します。

2. ［モニタの状態およびメトリクスのレポートを有効にする］（［BSM Integration and Data and
Topology Reporting］セクション）を選択し，BSM にレポートするモニタを有効にします。

QCCR1I49550

複数のCI（SAP CCMS，SAPワーク・プロセス，Siebelアプリケーション・サーバ，Siebel Webサー
バ，Solaris ゾーン，またはVMware パフォーマンス・モニタ）を持つモニタにしきい値条件を追加す
ると，最後に追加した条件を除くすべてのしきい値条件で［インジケータ状態および重大度］の値が
消えます。

回避策 : 各しきい値を個別に追加および設定するのではなく，しきい値によってしきい値を追加お
よび設定します。モニタを保存すると，すべてのしきい値条件のインジケータ値が表示されます。

QCCR1I73658

sitescope.zipパッケージをBSM（［管理］>［RTSM 管理］>［管理］>［パッケージ マネー
ジャ］）からローカル・サーバにエクスポートしてトポロジ・スクリプトを変更する際には，サーバ
に再度デプロイされたパッケージが sitescope/discoveryScriptsフォルダ下の変更済みファイルのみ
で構成されていることを確認してください。

回避策 : sitescope.zipパッケージのすべてのコンテンツをデプロイしておりトポロジ・レポートの
問題が発生している場合は，次の手順を実行してください。

1. SiteScope を停止します。

2. %sitescope_home%/discovery/hsqldbフォルダからコンテンツを削除します。

3. SiteScope を再起動します。

4. トポロジを再同期化します（SiteScope で［プリファレンス］>［BSM 統合プリファレンス］>
［BSM プリファレンス利用可能操作］を選択して［再同期化］をクリックします）。

SiteScope を BSM に登録しながらSiteScope テンプレートをデプロイすると，BSM にレポートされる
トポロジ･データが失われる場合があります。BSM 登録の実行中に設定を変更しないようにすること
が推奨されます。

パフォーマンスを改善するために，トポロジ・データをBSM のRTSM（Run-time Service Model）に
送信する場合，SiteScope でトポロジ･キャッシュを使用します。SiteScope で既存のCIをODBに送信

リリース・ノート
注意事項および制限事項

HP SiteScope（11.30） 15/40ページ



しようとすると，トポロジ･キャッシュのしくみが異なるため，最大で1週間CIが送信されないか，
またはODBに作成されない場合があります。

これは次の場合に発生します。

l モニタをあるグループから切り取って新しいグループに貼り付けて（元のグループが空のままに
なり），その後新しいグループからモニタを切り取って元のグループに再び貼り付けた場合。

l モニタでデータおよびトポロジのレポート機能を無効にしてから，［HP統合設定］で再度この機
能を有効にした場合。

l CIが ODBから手動で削除された後，キャッシュが消去されるまで再作成されない場合（EMSフ
ロー- ODBからEMSモニタを削除）。

回避策 : CIを確認するのに約1週間程度待てない場合は，次のように手動でデータを同期化できま
す。［プリファレンス］>［統合プリファレンス］で関連する統合を編集し，［BSM プリファレン
ス利用可能操作］領域で［再同期化］をクリックします。

SiteScope が BSM に接続されている間に何らかの理由で再起動した場合，SiteScope からBSM に転送
されるトポロジ・データの一部が失われる場合があります。

回避策 : 一部のトポロジ･データがBSM に転送されない場合，次の手順でデータを手動で同期しま
す。

1. ［プリファレンス］>［統合プリファレンス］の順にクリックします。

2. 該当する統合を編集します。

3. ［BSM プリファレンス利用可能操作］領域で［再同期化］をクリックします。

統合- OM

QCCR1I54342

SiteScope がOperations Manager for Windows 9.0（OM）に統合されSiteScope がレポートするノード
がOMに存在している場合にノード・ディスカバリ・ポリシーを実行すると，ノード定義がOMから
削除され，空のノード・オブジェクトと置き換えられます。

回避策 : 関連OMパッチをインストールします（HPソフトウェア・サポート・サイトの［パッチ］
ページを確認してください）。パッチのインストール後，HPOM サーバでSiteScope からのプラット
フォームの更新が無視されます。

QCCR1I51638

HP Operations Agent のインストール後，SiteScope サーバの再起動が推奨されます。

QCCR1I58340

SiteScope がOperations Manager for Windows 9.x（OMW）と同じマシンにインストールされている場
合，ディスカバリ・ポリシーの統合（ノード・ディスカバリとモニタ･サービス・ディスカバリ）が
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機能せず，JVM エラー･ファイルが生成されます。コマンドラインから統合バッチ・ファイルを実行
すると，ディスカバリXML結果がコンソールに戻されますが，エージェントのagtrep コマンドから
実行すると失敗します。

回避策 : Java 32に対応するよう統合スクリプトを手動で設定します。

1. SiteScope 64ビットをOMW 9.0 64ビットを搭載したマシンにインストールします。

2. Java 32ビットをダウンロードします。

3. <SiteScope のルート>\integrations\om\binフォルダで run_api_call.batファイルのコピーを作
成し，名前を run_api_call_32.batに設定します。

4. run_api_call_32.batをテキスト・エディタで開き，java の場所をダウンロードした32ビットの
場所に設定します。

5. run_api_call_om.batを run_api_call_32.batに置き換えて <SiteScope のルート
>\integrations\om\bin\om_discovery_hosts.batを編集します。

6. run_api_call_om.batを run_api_call_32.batに置き換えて <SiteScope のルート
>\integrations\om\bin\om_discovery_monitors.batを編集します。

QCCR1I59226

BSM でHTTPS のリバース・プロキシまたはロード・バランサを使用している場合，SiteScope サーバ
のHP Operations Agent に証明書を提示し，BSM と安全に通信できるようにする必要があります。
エージェントを手動で設定する方法の詳細については，これらのリリース･ノートの更新版を確認し
てください。

SiteScope とOperations Manager を統合した場合，SiteScope に含まれるHP Operations Agent で OS
インスタンス拡張ライセンスが必要となります。ノード・ディスカバリ・ポリシーでOperations
Manager に登録されたノードでも，（間違って）Target Connector ライセンスが要求される場合があ
ります。Operations Manager のライセンス要件の詳細については，Operations Manager のマニュア
ルを参照してください。

Operations Manager 9.0 for Windows の 64ビット・コンソールでは，サービス・ツリー・ビューがサ
ポートされません（OMとSiteScope を統合している場合）。ツリー･ビューは左側のペインでは利用
できますが，右側のサービス･マップでは利用できません。

HP Operations Agent が Operations Manager から管理するSiteScope マシンにある場合，SiteScope と
BSM をイベント統合により接続できません。

統合- NNMi

QCCR1I58088

リリース・ノート
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SiteScope SNMPトラップ警告からNNMi に送信されるイベントのeventTime フィールドの値は，
1/100秒単位（TimeTicks 単位）ではなく秒単位で表示されます。
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LDAP認証

QCCR1I31883

LDAP認証を使用してSiteScope にログインすると，認証の問題によって管理レポートを生成できま
せん。

回避策 : SiteScope で，LDAPと同じユーザ・パスワードを定義します。

モニタ

QCCR1I53756

SiteScope はMicrosoft SQL Server 2008からインスタンスおよびカウンタを取得できません。

回避策 : Microsoft Windows リソース・モニタでMicrosoft SQL Server 2008を監視できます。

QCCR1I41203

モニタ状態の日付と時刻の形式は，ブラウザのロケールではなくサーバのロケールに従って表示され
ます。

QCCR1I54666

次の仮想化モニタでは，HPOM 統合イベントとメトリクスに関するVMインスタンス・ベースの情報
がサポートされません。VMware パフォーマンス・モニタ，VMware ホストCPU/メモリ/ネットワーク
/状態/ストレージ・モニタ，Solaris ゾーン･モニタ，およびMicrosoft Hyper-Vモニタ。

これらのモニタによって生成されたHPOM イベントまたはPerformance Manager メトリクスはすべ
て，関連するメトリック内に組み込まれている実際のVMではなく監視対象（ESXや vCenter など）
に関連付けられます。

注 : BSM との統合時には，イベントおよびメトリクスはCI解決に基づき適切なVM CIと相関します。

QCCR1I76635

カスタム WMI モニタ : Microsoft のWMI APIに関する問題により，SiteScope をWindows Server 2003
または2008プラットフォーム上で実行している場合，カスタムWMIモニタはManufacturedの正し
い値をWMI名前空間から取得できません。

QCCR1I99681

データベース・クエリ・モニタ :モニタが適切に設定されていないと，UNIXプラットフォームで実行
されているSiteScope が繰り返し再起動されることがあります。

リリース・ノート
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QCCR1I41201

データベース・クエリ・モニタ :データベース・クエリ・モニタのステータスはサーバのロケールに
基づいて表示されます。データベースからエラー･メッセージなど特定のメッセージがあるとき，
サーバのロケールとクライアントのロケールが異なる場合，および情報に非ラテン文字が含まれる場
合は，ステータス･フィールドにこれらの情報が正しく表示されないことがあります。

QCCR1I58676

データベース・クエリ・モニタ :空白は許可されないため，［データベース接続URL］フィールドの
空白で区切られたLDAP URLは使用できません。

QCCR1I34224

ディスク領域モニタ :WMIの制限事項により，このモニタをWindows Server 2008で使用するとWMI
接続方法では正しくない結果が返されます。

回避策 : WMIを使用してWindows Server 2008を監視するには，対象のWindows システムに
Microsoft ホットフィックス（http://support.microsoft.com/kb/961435/ja）をインストールする必要
があります。

QCCR1I28593

ディスク領域モニタ :ディスク領域モニタには，使用するプロトコル（NetBIOS，WMI，非Perfex
ベースのSSH）によって若干異なる結果が表示されます。

QCCR1I41200

FTP モニタ : FTPモニタのサマリ・ステータスは，ブラウザのロケールではなくサーバのロケールに
基づいて表示されます。

QCCR1I23798

ファイル・モニタ:HP-UXまたはLinuxオペレーティング・システムで実行するUNIXリモート･サーバ
の接続方法としてTelnet を使用し，（1）LANG 環境変数が設定されていないか，または（2）「set -
u」が有効でLANG またはLC_ALL環境変数が設定されていない場合，監視するファイルに関係なく
ファイル･モニタが動作しません。

回避策 : SiteScope ユーザ向けに，LANG およびLC_ALLの環境変数を永久に標準設定のシェルに設定
します。

QCCR1I64049

ログ・ファイル / Microsoft Windows イベント・ログ・モニタ : ［モニタの実行設定］パネルで［エ
ラーを検証］を選択した場合，エラーの検出後にモニタが再実行されません。

QCCR1I39836
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ログ・ファイル・モニタ :ログ・ファイル・モニタは，Linuxのシンボリック・リンクからファイル
を監視できません。

リリース・ノート
注意事項および制限事項

HP SiteScope（11.30） 21/40ページ



QCCR1I32441

Microsoft Windows イベント・ログ・モニタ : Microsoft Windows イベント・ログ・モニタは
Windows 2008サーバ上で「危険域」のイベントを監視できません。これは，イベント・タイプ・リ
ストでこのタイプのイベントがサポートされていないからです。この制限は，Windows Server 2008
にインストールされているSiteScope に関連します。

QCCR1I34285

Microsoft Windows Media Server モニタ : Microsoft Windows Media Server モニタは，Windows
Server 2008（64ビット）の監視を行っている場合はリモート・サーバからカウンタを取得できませ
ん。

QCCR1I33005

Microsoft Windows リソース・モニタ : NetBIOS またはエージェント・ベースのSSHを使用して英語
のマシンから英語以外の文字を含むリモート・サーバを監視する際に測定値を受領できません。

回避策 : 両方のシステムで同じオペレーティング・システム言語を使用します。

QCCR1I27152

Oracle データベース・モニタ : SiteScope でOracle データベース・モニタを作成し，その後BSM に接
続した状態でそのモニタおよび関連トポロジをBSM にレポートさせたい場合は，［名前］および
［サーバ］フィールドにデータベース・マシンの値を入力し，［HP 統合設定］>［BSM 統合データ
とトポロジ設定］で［モニタおよび関連 CI のトポロジをレポート］のチェック・ボックスを選択す
る必要があります。

QCCR1I30899

スクリプト・モニタ : Telnet 接続を使用してLinuxリモート・サーバを監視するようスクリプト・モ
ニタを定義した場合にスクリプトがUSE COMMANDとして定義されていると，照合表現が正しく機能
しない場合があります。これは，USE COMMANDの実行に使用できる文字数の制限が原因です。標準
設定では，ターミナル・コマンドラインには行あたりのコマンドのサイズに文字数制限があります。

回避策 : 定義済みLinuxリモート・サーバ上で接続方法を SSHに変更します。

QCCR1I46193/ 4605843461

サービス・モニタ : Solaris の制限事項により，SiteScope は最大80文字までしかサービス名を表示で
きません。

QCCR1I25754

テクノロジ統合モニタ :テクノロジ・ログ・ファイル統合モニタを作成する際は，短いログ・ファイ
ルを使用してトポロジ・スクリプトの［スクリプトのテスト］（モニタ設定時に，［トポロジ設定］
領域で［スクリプト］フィールドのトポロジ・スクリプトを選択し［スクリプトのテスト］をクリッ
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ク）を実行することをお勧めします。トポロジ・スクリプトのテストに長いログ・ファイルを使用し
ている場合は，数分かかる場合があります。

メモリ・モニタ :Windows Server 2008でWMI接続方式が使用されると，WMIは不正確なメモリ使用
率（%）と使用されていないカウンタ（MB）を返します。これは（SiteScope ではなく）WMIに起因
する問題のためです。

モニタしきい値 :［モニタ設定］パネルのカウンタ・ツリーで，［しきい値の設定］パネルで定義さ
れた対応するしきい値を持つカウンタをクリアまたは追加した場合，カウンタは次のようになる場合
があります。

l ［しきい値の設定］パネルで，次にカウンタ･ツリーで選択するカウンタに置き換わる。

l 標準設定のカウンタに置き換わる。

l ［しきい値の設定］パネルから削除される。

この制限は，テンプレート･モードのみでの参照可能なモニタのカウンタ･タイプのすべて，通常モー
ドとテンプレート･モードでのMicrosoft Windows リソース・モニタ，Apache モニタ，および状況モ
ニタに適用されます。

モニタ・ツリー : SiteScope モニタ・ツリーのグループ・コンテナ間に大きなスペースがある場合
は，ブラウザを更新します。

SNMP モニタ : SNMPモニタがHP Diagnostics にデータをレポートするように統合されている場合，
実際の測定値名ではなく測定値のラベルが名前として送信されます。

回避策 : 代わりにMIBによるSNMPモニタを使用します。

QCCR1I66209

UNIX リソース・モニタ :SunOS 環境でのUNIXリソース・モニタの設定時，80バイトを超えるプロセ
ス名は取得できません。

QCCR1I78244

VMware データストア・モニタ :トポロジのレポートは，SiteScope が BSM 9.20以降に接続されてい
る場合にサポートされます。

QCCR1I79623

Solaris ゾーン・モニタ : このモニタは，Telnet 接続モードを使用してリモート・サーバを監視する
場合は機能しません。

回避策 : 代わりにSSH接続を使用してください。

QCCR1I85441

リリース・ノート
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Java 1.6以降で実行されるSiteScope の各バージョンでは，Java 1.5で実行されるWebLogic 9.xの
JMXモニタリングはサポートされません。詳細については，Oracle ドキュメントの「RMI/IIOP SDKエ
ラー」（http://docs.oracle.com/cd/A97688_16/unix.903/relnotes/oc4j.htm）を参照してください。
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QCCR1I90676

HP iLOモニタ : iLO v4でHP iLOモニタをデプロイする際，［保存およびテスト］をクリックするとエ
ラーが発生してリモート・サーバを作成できません。

回避策 : 代わりに［保存］を使用してリモートをデプロイします。リモート接続は，［保存および
テスト］を使用して破損した場合でも，SiteScope の再起動後に正常に戻ります。

QCCR1I99010

SiteScope 11.23以降にアップグレードした後，サービス・モニタの［その他のサービス］フィール
ドで正規表現を使用すると，状態が「インストールされません」と表示されます。

回避策 : 小文字を使用する（たとえば，/hp.*/）か，"i" を式の末尾に追加する（たとえば，
/PATTERN/i）必要があります。

QCCR1I101772

LinuxベースのSiteScope で動作するWebスクリプト・モニタはVuGen 9.5以前の古いスクリプトを
サポートしません。VuGen 12.01を使用して生成したスクリプトのみをサポートします。

モニタ・デプロイメント・ウィザード

QCCR1I39697

モニタ・デプロイメント・ウィザードでは，標準設定トポロジが定義されているモニタのトポロジ･
レポートのみがサポートされています。つまり，テンプレートのすべてのモニタでCIタイプが標準
設定のCIタイプである場合のみ，CIにテンプレートを選択して追加できます。

多言語サポート

QCCR1I21171

Microsoft IIS サーバ・モニタを設定している場合，カウンタ・リストに英語以外の文字を表示できま
せん。

QCCR1I50695

Linux環境でポスト・インストールの設定ツール・ウィザードを使用している場合，英語以外の文字
列はサポートされません。

回避策 : パラメータ「-i console」を使用してコンソール・モードでポスト・インストールの設定
ツールを実行します。

リリース・ノート
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QCCR1I55818

トルコ語ロケールでのインストールに起因する例外 :トルコ語ロケールを使用してSiteScope のイン
ストール手順を実行しようとすると，インストール画面が正しく表示されないため，インストールの
質問に答えられません。これはインストール・ソフトウェアに関する問題です。

回避策 : インストールを完了するには，ロケールを一時的に英語（米国）に設定する必要がありま
す。インストールが完了したら，ロケールをTurkish にリセットできます。

QCCR1I32444

SNMPブラウザ・ツールまたはXSL変換ツールを使用すると，英語以外の言語では結果を判読できな
い場合があります。

回避策 : ［ファイルに保存］ボタンをクリックして結果を外部ファイルに保存し，外部エディタで
ファイルを開きます。

QCCR1I30190

一部のモニタの実行結果が，クライアントのロケールではなくサーバのロケールまたは英語で表示さ
れます。

QCCR1I54985/QCCR1I54978

英語以外のロケールでMicrosoft Windows リソース・モニタを使用すると，モニタ・カウンタおよび
実行状態サマリが判読できなくなります。

回避策 : ダイレクト・レジストリ・クエリ収集方法を使用するようモニタを設定します。

QCCR1I35306

SiteScope ログ・ファイルではUnicode 文字はサポートされません。英語以外のすべての文字はログ
で文字化けします。

回避策 : 対応するOSのロケールにインストールされたSiteScope サーバを使用します。たとえば，
日本語ロケールの場合は日本語版のWindows OS にインストールされたSiteScope を使用します。

QCCR1I83936

SiteScope を英語以外のオペレーティング・システムにインストールした場合は，SiteScope 強化ツー
ルを使用してTLS を使用するようにSiteScope を設定できません。その場合は，『SiteScope デプロ
イメント・ガイド』の付録に記載されている手動の手順を使用します。
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パフォーマンス

接続方式としてWMIを使用すると，監視対象サーバのCPU消費量が増加します。

プリファレンス

QCCR1I30651

資格情報プロファイルのユーザ名またはパスワードを変更後，この資格情報を使用する接続は開いた
ままになり，再接続はされません。

回避策 : SiteScope を再起動します。

QCCR1I100040

［インフラストラクチャプリファレンス］で［SiteScope の再起動］ボタンをクリックしたときに，
SiteScope が表示されたブラウザを開いた状態のままにしていると，次のエラー・メッセージが
error.logファイルに書き込まれることがあります。「[HTTPRequest
/SiteScope/htdocs/Progress.html] (HTTPRequestThread.java:815) ERROR - Exception:
com.mercury.sitescope.platform.httpserver.HTTPRequestException」

回避策 : このエラーは無視してかまいません（SiteScope への影響はありません）が，［SiteScope
の再起動］ボタンをクリックした後すぐにブラウザを閉じれば回避できます。

QCCR1I100848

SiteScope をアップグレードすると，次のエラーが error.logに書き込まれることがあります。
「[HTTPRequest /SiteScope/htdocs/Progress.html] (HTTPRequestThread.java:815) ERROR - Exception:
com.mercury.sitescope.platform.httpserver.HTTPRequestException」

回避策 : このエラーは無視してかまいません（SiteScope への影響はありません）が，このメッセー
ジはSiteScope を閉じればログに書き込まれません。

リモート・サーバ

QCCR1I89266

Microsoft Windows NTおよびWindows Server 2000に対するMicrosoft のサポートの終了に伴い，そ
れらのプラットフォームの監視のサポートは終了しました。SiteScope のドキュメントのサポート対
象の監視オペレーティング・システムのリストから削除されています。

リリース・ノート
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レポート

QCCR1I81356

メール・サーバが（［電子メールプリファレンスの標準設定］ダイアログ・ボックスで）SSL SMTP
を使用するよう定義されている場合，警告レポート，モニタ・レポート，サーバ中心のレポートを電
子メールにエクスポートできません。

QCCR1I89536

Microsoft Internet Explorer 10ブラウザでは，モニタ・レポート，警告レポート，サーバ中心のレ
ポートは互換性モードでのみサポートされます。

Internet Explorer 10では，警告レポート，モニタ・レポート，サーバ中心のレポートは，互換性モー
ドが［ドキュメント モード: Quirks］の場合にのみサポートされます。標準設定の［ドキュメント
モード: IE5 Quirks］はサポートされません。Internet Explorer 10で警告レポート，モニタ・レポー
ト，サーバ中心のレポートを使用するために Quirksモードを有効にするには，次の手順を実行しま
す。

1. モニタ・レポート，警告レポート，またはサーバ中心のレポートを開きます。

2. F12キーを押して，Internet Explorer 10の開発者ツールを開きます。

3. ［ドキュメント モード］を選択し，［Quirks］をクリックします。

4. 開発者ツールを閉じます。

SiteScope API

QCCR1I4859

ユーザ名とパスワードで保護されていないSiteScope WebサービスAPIメソッドは，すべて廃止され
ます。ユーザおよびパスワード認証を使用するAPIメソッドの名前はすべて変更され，ほかのパラ
メータで同じメソッド名を使用しないように，Exサフィックスが付けられます（enableGroupExな
ど）。

SSH

SSHを使用してリモート･サーバを監視する場合，F-Secure が公式にサポートされなくなりました。
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UNIXリモート・サーバ上でSSH再試行メカニズムを使用したときにモニタがスキップされた場合，
master.config ファイルでモニタ実行頻度と _numberOfRepeatExecForSSHConnectionおよび _
UNIXSSHTimeoutSecondsのプロパティ値を確認して，これらがスキップの原因ではないことを確認
します（モニタ頻度がSSHタイムアウトに等しいなど）。再試行に失敗する場合の時間は，すべて _
UNIXSSHTimeoutSecondsから使用されます。そのため，再試行回数を多く設定しすぎると（モニタ
の実行頻度より長くなると），モニタのスキップ回数が増え，その結果SiteScope が再起動されま
す。

QCCR1I104490

OpenSSH 6.7を使用している場合に，SiteScope とWindows マシンの間のSSH接続を作成できません
でした。これは，OpenSSH 6.7が標準設定で別のセットのキー交換アルゴリズムをサポートしている
ことが原因です。

回避策 :

1. テキスト・エディタで C:\cygwin\etc\sshd_configを開き，ファイルの最後に次のアルゴリズム
のいずれかまたはすべてを追加します。

diffie-hellman-group1-sha1，diffie-hellman-group1-sha14，diffie-hellman-group-exchange-
sha1

例 :

KexAlgorithms diffie-hellman-group1-sha1,diffie-hellman-group1-sha14,diffie-hellman-group-
exchange-sha1curve25519-sha256@libssh.org,ecdh-sha2-nistp256,ecdh-sha2-nistp384,ecdh-
sha2-nistp521,diffie-hellman-group-exchange-sha256,diffie-hellman-group14-sha1

2. sshd サービスを再起動します。

システム可用性管理

QCCR1I32039

モニタ，グループ，またはその他のエンティティを複数のSiteScope インスタンス間でコピーする
と，コピー元のSiteScope でコピーされたエンティティに割り当てられたタグが，コピー先の
SiteScope に存在しても，そのタグの割り当ては失われます。

QCCR1I32040

SiteScope 間でスクリプト警告を含むモニタをコピーして貼り付ける場合，スクリプト警告のリモー
ト・サーバが正しく対象SiteScope にコピーされない場合があります。

回避策 : SiteScope 間でスクリプト警告をコピーする場合は，コピーする前にスクリプト警告がアク
セスするリモート・サーバが対象SiteScope に存在していることを確認してください。

SiteScope モニタをコピーしてグループに貼り付けた場合，HP Business Service Management のサー
ビス状況にモニタ・データが表示されるまで1時間程度かかる場合があります。

リリース・ノート
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テンプレート

QCCR1I32397

テンプレートに無効な依存関係が含まれている（テンプレートに過去に存在したがインポートされた
テンプレートにはもう存在していない依存関係が含まれている）場合，テンプレートのデプロイメン
トに依存関係は表示されません。テンプレート変更適用ウィザードを実行している場合，テンプレー
トには依存関係は表示されませんが［コンテンツの変更］ページには［依存対象］プロパティが差異
として表示されます。

回避策 : テンプレートに新規の依存関係を追加し，削除してから［保存］をクリックしてくださ
い。これにより，存在しない依存関係が削除されます。

QCCR1I76493

テンプレートのエクスポートおよびインポート・フローには，SNMPトラップのプリファレンスは含
まれません。

回避策 :SNMPトラップのプリファレンスへの参照が含まれるテンプレートをエクスポートおよびイ
ンポートする場合，手動でこれらのプリファレンスを作成し，インポートされたテンプレートで
SNMPトラップを更新します。

ツール

QCCR1I32543

イベント・ログ・ツールを使用する場合，［ログ名］ボックスで［DNS］が選択され，ターゲット・
サーバでDNSサーバがない場合，アプリケーション・ログのコンテンツが［結果］パネルに表示さ
れます。

QCCR1I56272

［ツールを使用］ボタンからMicrosoft Windows イベント・ログ・モニタを設定している場合はイベ
ント・ログ・ツールは利用できません。このツールは，［ツール］>［オペレーティング システム
ツール］>［イベント ログ ツール］から利用可能です。

QCCR1I32050

データベース接続ツールを使用して，データベース・クエリ・モニタまたはテクノロジ・データベー
ス統合モニタにプロパティを適用する場合，手動で資格情報を入力せずに資格情報プロファイルを選
択すると，資格情報データが失われます。
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データベース接続ツールを使用してSQL Server データベースに接続する際に，次のエラーが発生す
ることがあります。「例外メッセージ: [mercury][SQLServer JDBC Driver]NTLM (type-2) Authentication
was requested but the required DDJDBCx64Auth04.dll was not found on the path specified by the
java.library.path system property.」

回避策 :サードパーティのドライバを使用します。Microsoft の JDBC ドライバやJTDS では，この問
題は発生しません。これらのドライバは，ラップ・モードかどうかに関係なく機能し，Windows 統合
認証をサポートします（http://msdn.microsoft.com/en-us/data/aa937724.aspx）。

リリース・ノート
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修正済みの問題
本項では，このリリースで修正された問題の一覧を示します。

ユーザ・インタフェースの警告の状態でダウンタイムのスケジュールが維持される（QCCR1I43732）

モニタの実行時，リモート・サーバにアクセスできない場合でも，ダッシュボードではモニタの可用
性の状態が一時的に緑色になる（QCCR1I47092）

SiteScope モニタの結果で二重引用符が返された場合，HP Operations Manager への警告の送信が失
敗する（QCCR1I50151）

サブグループから警告レポートを生成した場合，親グループに対する警告（間接的に関連付けられる
警告）はレポートに含まれず，そのサブグループに対する警告だけが表示される（QCCR1I50620）

環境変数 %TEMP% および %TMP% が空き領域を含むディレクトリ・パス（C:\Documents and
Settings\Default User\Local Settings\Temp など）を参照する場合，Windows マシンに SiteScope を
インストールできない（QCCR1I52241）

［ログ エントリが一致するたび］警告オプションを選択した場合，最初に見つかったエントリに対
する警告がログ・ファイル・モニタから送信されない（QCCR1I53584）

SiteScope 11.x へのアップグレード後，CSV レポートの生成や HTML レポートの生成と保存ができな
くなる（QCCR1I54892）

UNIX リソース・モニタの管理レポートのサマリ・ページで平均およびピークの値が誤って 0 と表示
される（QCCR1I56562）

モニタを編集する権限がないアカウントで SiteScope にログインした場合，ダッシュボードでモニタ
の詳細のポップアップが表示されない（QCCR1I56760）

bac_integration.log に表示される一部のエラー・メッセージの重大度が，SiteScope で自動的に解決
される深刻でないエラーでも「エラー」として報告される（QCCR1I56996）

日本語版の Windows Server 2003 環境でコントロール・パネルを使用して SiteScope をアンインス
トールした場合，［スタート］メニューの SiteScope 項目は削除されない（QCCR1I57640）

IPv6 を使用した Windows SSH リモート・サーバの監視が UNIX にインストールされた SiteScope の
どのモニタでサポートされるかがドキュメントに明記されていない（QCCR1I58321）
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ユーザ・ロールでユーザ・プロファイルが定義されている場合に，ロールの割り当てに基づく正しい
ユーザ・タイプが［ユーザ タイプ］に反映されないことがある（QCCR1I59523）

SiteScope に表示される CPU の一部のメトリックが BAC に報告されない（QCCR1I59951）

SiteScope レポート（クイック，管理，モニタ）を 1 つしか選択していない場合にすべてのモニタに
対するレポートが生成される（QCCR1I62230）

モニタの実行後すぐに SiteScope を再起動した場合，最後に実行したモニタのデータが失われる
（QCCR1I62466）

Microsoft Exchange 2010 モニタで SearchTimeInSeconds カウンタを取得できない（QCCR1I63548）

ダッシュボードで行を選択して［更新］をクリックした場合，選択した行はそのままにするのではな
く，選択した行からジャンプし，ダッシュボードの最初の行に戻る（QCCR1I68568）

DNS モニタから「サーバに接続できません」という汎用のエラー・メッセージが返され，具体的な
メッセージが表示されない（QCCR1I70161）

ログ・ファイル・モニタで一部のリモート・ログの出力が複数回読み取られる（QCCR1I70594）

メモリ・モニタ : NetBIOS を使用して Windows リモート・サーバを監視している場合，クイック /
管理レポートの測定値サマリ・テーブルの［最後］列に物理メモリに関する誤ったメトリックが表示
される（QCCR1I75411）

同一のホストに対して複数のサービス・モニタを使用するとスキップやエラー（「Consider
increasing the max number of processes allowed in the process pool」など）の原因になる
（QCCR1I75496）

HPOM イベント統合 : BSM とのイベント統合の作成後，SiteScope から BSM に送信されるイベント
に ETI が含まれない（QCCR1I75958）

Windows イベント・ログ・モニタで Microsoft Windows Server 2008 のイベント ID 4624 および
4625 を読み取れない（QCCR1I78026）

Java ライブラリを使用する DNS モニタは，ホスト名を DNS サーバで解決できる場合でも，ホスト・
オプションにマップされた IP アドレスを指定しないと失敗する（QCCR1I78727）

master.config ファイルの _perfexOptions= プロパティに追加された -optionalSetupConnection オプ
ションがディレクトリ，ファイル，ログ・ファイルのモニタで機能しない（QCCR1I80499）
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SiteScope から BSM に前の値と変更後の CI の両方が送信されるため，モニタのカスタム・トポロジ
や関連する CI プロパティの値を更新できない（QCCR1I80937）

接続統計モニタで「SHH 接続 : 合計平均呼び出し時間」という誤ったカウンタ名が表示される
（QCCR1I81049）

SiteScope モニタ・ツリーで正規表現を使用するフィルタを適用した後，モニタのプロパティの［依
存関係］パネルに設定済みの依存関係が表示されない（QCCR1I81153）

ダッシュボード・モニタ履歴表示で，［実行時間］列の値の意味が正しく解釈されず，日付と時刻の
値に基づいて並べ替えられる（QCCR1I81238）

MIB による SNMP モニタをテンプレート・モードで実行している場合，［サーバ］フィールドに既存
のサーバの名前を入力しないと，［カウンタの取得］ボタンをクリックした後にカウンタを選択でき
ない（QCCR1I84319）

ログ・ファイル・モニタでサーバ・サイド・プロセスを使用している場合，電子メール警告で一致す
る文字列の行全体が返されず，検索文字列の値だけが返される（QCCR1I84738）

SSH 接続を使用して UNIX リモート・サーバを監視している場合，ダイナミック・ディスク・スペー
ス・モニタまたは UNIX リソース・モニタでディスク情報を取得できない（QCCR1I85381）

［カウンタの取得］ボタンをクリックしたときにネットワーク帯域幅モニタのネットワーク・カウン
タを取得できない（QCCR1I86149）

SiteScope モニタ・グループを別のグループに移動するとそのグループに対する警告が送信されなく
なる（QCCR1I87582）

SAP システムの再起動後，特定の SAP CCMS CounterID （mtUID）の値が変更されるため，SAP CCMS
モニタによって一部のカウンタに対して n/a が返される（QCCR1I88400）

［一般プリファレンス］の［一般設定］で［国際化対応版］を選択している場合，SiteScope のアッ
プグレードの実行後に設定がクリアされる（QCCR1I88556）

AIX プラットフォームのメモリ・モニタで物理メモリのデータの正確な値が表示されない
（QCCR1I88647）

Microsoft Windows イベント・ログ・モニタの EventTime の値で正しいタイムスタンプが表示され
ない（QCCR1I90738）

SiteScope で SAP パフォーマンス・モニタのメトリックを取得できない（QCCR1I90971）

ネットワーク帯域幅モニタの作成後にログ・ファイルでエラーが報告される（QCCR1I91825）
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［Expected IP address］で複数の IP アドレスが設定されていると DNS Java ライブラリを使用する
DNS モニタが失敗する（QCCR1I92314）

データ処理スクリプトから取得した対応するカスタム・カウンタの値が null の場合，カスタム・モ
ニタのしきい値が削除される（QCCR1I92402）

監視対象のリモート・サーバの変更後にダイナミック・ディスク・スペース・モニタの設定が更新さ
れない（QCCR1I92621）

LDAP 用に csv 形式でユーザをエクスポートしようとするとエラーが発生し，許可された LDAP ユー
ザを csv ファイルに保存できない（QCCR1I92700）

OS 拡張ライセンスのみがインストールされている場合，ライセンス使用状況モニタでライセンス・
ポイントの消費が正しく表示されない（QCCR1I92789）

ステップ設定を設定し直した後に URL シーケンス・ステップ・モニタで正しい情報が表示されない
（QCCR1I92886）

SiteScope でブラウザからサウンドを再生するように設定する方法に関する SiteScope の使用ガイド
の説明が正しくない（QCCR1I92952）

強化ツールのドキュメントに，ツールの実行前に LDAP 統合を設定する必要があるかどうかが明記さ
れておらず，証明書認証のプロパティの値が記載されていない（QCCR1I92968）

［警告の実行］が［ログ エントリが一致するたび］，［利用不可な場合］が［モニタの状態を「警
告」に設定］，［警告しきい値］が［matches = 'n/a'］に設定されている場合，ログを読み取れない
と，ログ・ファイル・モニタで正しい状態が表示されず，警告アラートを送信できない
（QCCR1I92972）

SiteScope 管理レポートの［フィルタとスケジュールの設定］にある［レポート対象期間の終了時
間］ドロップダウン・リストに「10:00」というエントリが 2 つある（QCCR1I93015）

ブラウザの言語またはシステムのロケール言語としてドイツ語が選択されている場合，クイック / 管
理レポートを生成できない（QCCR1I93754）

Solaris サーバを監視している場合，UNIX リソース・モニタで Network Interface のカウンタの値を
取得できない（QCCR1I93763）

SiteScope ダッシュボードの［CSV にエクスポート］オプションで列や順序の変更が適用されない
（QCCR1I94672）

リリース・ノート
修正済みの問題
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ログ・ファイル・モニタで，ファイルを読み取る権限がないときに誤って「良好」と表示される
（QCCR1I95066）

電子メール警告の変数＜goodOnly＞の内容が正しくない（QCCR1I95390）

ファイル・モニタでリモート・サーバから時刻を取得できず，getSystemTime エラーが error.log に
書き込まれる（QCCR1I95423）

SAM 管理 : BSM の［プラットフォーム］の［ユーザ権限］で SiteScope レポートの内容に対する変
更権限が機能せず，SiteScope レポートを生成できない（QCCR1I95436）

実行スケジュールが GSAR で置換されているとモニタを実行できない（QCCR1I95597）

コンポジットおよび依存モニタを含むテンプレート・グループをコピーするとモニタの重複の原因に
なる（QCCR1I95683）

HP iLO モニタでドライバについての一部のカウンタを取得できない（QCCR1I96579）

エラー状態のモニタで利用不可の警告が誤ってトリガされる（QCCR1I96640）

Linux 上の SiteScope は 10 を超えるプロセスが機能していない状態になると必ず再起動する
（QCCR1I96727）

SiteScope 11.23 向けの累積フィックス SIS_00303 ～ SS1123140320 をインストールした後にモニタ
のレガシー・レポートに何も表示されなくなる（QCCR1I97125）

SNMP トラップ警告アクションを送る際に必要な「_id」パラメータがログ・ファイル・モニタの
ルール・ファイルにない（QCCR1I97343）

ログ・ファイル・モニタ : ［サーバ サイド プロセス］オプションを使用する場合，特殊文字はエス
ケープする必要がある（QCCR1I97353）

ブラウザの言語がポルトガル語またはスペイン語の場合，確認ログの表示でエラーが発生する
（QCCR1I97454）

警告テンプレート : プロパティ <group>.<_parent>.propertyname で親グループの名前が返されない
（QCCR1I97503）

モニタ・レポートを .csv 形式にエクスポートすると，一部の特殊文字が別の文字に置換される
（QCCR1I97778）

SiteScope 11.22 Multi-View の使用時に断続的にタイムアウトが発生する（QCCR1I97806）
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SAP CCMS モニタで計算済みメトリックを使用すると計算結果として N/A が返される
（QCCR1I98332）

LDAP 認証を使用してログインしている場合，グループ内のすべてのモニタをグループ・レベルで無
効にできない（QCCR1I98351）

SiteScope\conf\license\lic.txt ファイルのサイズが大きくなりすぎると，SiteScope を適切に起動で
きない（QCCR1I98446）

SAP CCMS モニタでトポロジが正しく報告されない（QCCR1I98507）

SAP CCMS モニタ : テンプレートからモニタをデプロイした場合，パフォーマンス・カウンタ以外の
カウンタが無視される（QCCR1I98609）

テンプレートに変更を適用しようとすると「テンプレート変更適用ウィザードを開けませんでした」
というエラーが表示される（QCCR1I98611）

SAP CCMS モニタで取得されるメモリ関連のカウンタに対する測定単位が正しくない
（QCCR1I98618）

BSM 統合 : データベース・モニタから OMi に正しい CI ヒントが送信されず，CI 解決が失敗する
（QCCR1I98753）

BSM の SAM 管理の SiteScope タグが適切に同期されない（QCCR1I99053）

XML ファイルまたは CSV ファイルを使用して複数のテンプレートをデプロイすると SiteScope 11.23
が再起動される（QCCR1I99107）

データベース・クエリ・モニタから BSM に以前のモニタ設定の一部のメトリックが送信されない
（QCCR1I99243）

OpenSSH for Windows を使用している場合，SiteScope サーバから Windows マシンに接続できない
（QCCR1I99345）

検索 / フィルタ・タグがタグ・ツリーで灰色で表示され，正規ユーザが使用できない
（QCCR1I99422）

段階的なアップグレードを行う場合に SiteScope を BSM のインスタンスにリダイレクトする方法が
『BSM アップグレード・ガイド』に記載されていない（QCCR1I99640）

HP iLO リモート・サーバへの接続がタイムアウト・エラーで失敗する（QCCR1I99717）

リリース・ノート
修正済みの問題
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正規表現にエスケープされていない文字が含まれているとログ・ファイル・モニタで報告される一致
件数が多くなり，エラー状態の一致グループ数が 10 件に達した時点でエラーが報告される
（QCCR1I99857）

SAP CCMS モニタ : SAP CCMS モニタを設定しようとすると「カウンタの取得中にエラーが発生しま
した: Failed logging onto SAP system」というエラーが表示される（QCCR1I99896）

［利用不可な場合］の状態の割り当てのしきい値が想定どおりに機能せず，実際の失敗とネットワー
ク・パフォーマンスの低下が区別されない（QCCR1I100006）

WebSphere MQ 状態モニタで MQ キューの高，低，フルのイベントが検出されず，内部エラーが返さ
れる（QCCR1I100062）

SAP CCMS モニタで取得されるメモリ関連のカウンタに対する測定単位が正しくない
（QCCR1I100104）

SiteScope Failover : ［マージ バック設定］オプションはプライマリ SiteScope で障害が発生する前
に選択しておかないと機能しない（QCCR1I100144）

wsdl ファイルを使用して Web サービス・モニタを作成した場合，保存後にモニタのプロパティを再
度開くと，ポート名，メソッド名，サービス名が空白になる（QCCR1I100252）

BSM の SAM 管理から SiteScope にアクセスした場合にグループ・レベルでモニタを有効または無効
にすることができない（QCCR1I100410）

外部データベース（ログ・プリファレンスで指定）に日次ログを格納すると，再起動するたびに
SQL エラーが発生する（QCCR1I100475）

VMware パフォーマンス・モニタ : VMware ESXi サーバのライセンス・ポイントの消費が二重にカウ
ントされる（QCCR1I100604）

URL モニタ : モニタが適切に機能し，OK の状態が返されるようにするには，要求ヘッダのフィール
ドにランダムなテキストを追加する必要がある（QCCR1I100810）

コンポジット・モニタ : 親グループから一部のモニタを削除すると，［項目の追加］フォームの必須
のチェック・ボックスの一部が選択されていない状態になる（QCCR1I100812）

スケジュールされたモニタの実行を手動で無効にしても，SiteScope API によって誤って有効にされ
る（QCCR1I100933）
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アイドル状態の perfex_dispatch プロセスが多く，パフォーマンスに影響があるため，perfex
dispatch プロセスが生成されて破棄されるまでの状況を確認したい（QCCR1I100973）

鍵ファイル認証を使用している場合，CSV ファイルでテンプレートをデプロイするとリモート・サー
バが重複して作成される（QCCR1I101048）

URL モニタ :URL モニタから作成された .dyn ファイルを使用すると SiteScope が起動しなくなる
（QCCR1I101175）

ドキュメントの「モニタ固有のログ列の内容」の記述が実際のログのレコードと対応していない
（QCCR1I101305）

リリース・ノート
修正済みの問題
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ドキュメントに関するフィードバッ
クの送信
本書に関してコメントがある場合は，電子メールでドキュメント・チームにご連絡ください。電子
メール・クライアントがこのシステム上で設定されている場合は，上にあるリンクをクリックする
と，件名の行に以下の情報が付いた電子メールのウィンドウが開きます。

リリース・ノートに関するフィードバック（SiteScope 11.30）

電子メールにお客様のフィードバックを追加し，送信をクリックしてください。

使用できる電子メール・クライアントがない場合は，上記の情報をWebメール・クライアントの新
しいメッセージにコピーして，フィードバックをSW-Doc@hp.com に送信してください。

お客様のフィードバックをお待ちしております。
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